
～ 令和8年2月28日

（対象者数） 14
（回答者数）

9

～ 令和8年2月20日

（対象者数） 1
（回答者数）

1

～
令和８年 ２月20日

（対象数） 14
（回答数）

12

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も、お子様の成長や環境の変化に応じて計画案を柔軟

に見直し、最適な支援が提供できるよう努めます。

保護者様、訪問先事業所様との共通認識を図りながら支援

が出来る様に努めてまいります。

2

学校での日中の学びと事業所での支援が日々の生活に繋が

る様に、学校の先生方との情報共有を行い一貫した支援や

サポートが行えれる様に努めていきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

特別支援教育士（元小学校教諭）の訪問支援員が事業所を

訪問し、これまでの学校現場での経験と実践に基づいた専

門的な視点から支援を行っています。訪問先事業所との連

携を大切にしながら、お子様一人ひとりの特性に応じた支

援方法を提案しています。

お子様の状態や特性を丁寧にアセスメントし、その結果に

基づいてニーズに合った支援方法を提案しています。訪問

先の先生方が抱える困り感に寄り添いながら、現場で無理

なく実施できる具体的な支援方法を検討し、支援に活かし

て頂ける様にしています。

併設事業（放課後等デイサービス）を併用利用されている

お子様については、学校での生活と連動した支援や取り組

みを行う事が出来ます。

学校での様子や課題を踏まえ、事業所での支援が繋がる様

に調整しています。学校の先生方との情報共有や支援の方

向性を支援に繋げています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

令和8年2月14日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和8年2月2日

令和８年　３月　14日

○事業所名
こども発達支援事業所　イノセント

○保護者評価実施期間 令和8年2月15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


